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『ニューミューテーション ─変・進・深化』展
京都芸術センターでは関西圏の芸術系大学を卒業/在籍し活動中の若手作家を取り上げる

「ニューミューテーション」を開催します。今回は、加藤巧・西條茜・髙畑紗依の3名を紹介します。 『ニューミューテーション
—変・進・深化』展
会期： 4月14日（土）－5月27日（日）
※会期中無休・入場無料
会場： ギャラリー北・南
出展： 加藤巧、西條茜、髙畑紗依

[関連企画]

アーティスト・トーク
日時：4月14日（土）14:00－15:00
集合：ギャラリー南
※入場無料、事前申込不要

マテリアル喫茶
喫茶店のお菓子とともに、絵画の材
料について考察します。ドリンクを片
手にお楽しみください。
日時： 4月14日（土）15:00－16:00
会場： 前田珈琲
店主： 加藤巧
料金：500円（お菓子・ドリンク付）

定員： 40名（先着順／要事前申込）

ワークショップ
「けしきの上をえんぴつで泳い
でみる」
普段見ている景色をなぞってみ
て、少し違った風景を見つけます。
日時： 5月12日（土）14:00－17:00
会場： 制作室1
講師： 髙畑紗依
料金： 無料
定員： 10名（先着順／要事前申込）

クロージング・イベント
「ルッベルトの頭の中身」
西條茜の出展作の一部である
巨大な脳に見立てた立体作品
の解体を試みます。
日時： 5月27日（日）17:00
会場： ギャラリー北
※入場無料、事前申込不要

※イベント情報（P2）もご覧ください

加藤巧 （かとう たくみ）
1984年愛知県生まれ。2010年大阪芸術大学美術学科卒業。主
な個展に、『Clock Works』（GALLERY MIKAWAYA、愛知、2017）、

『ARRAY』（the three konohara、大阪、2017）、『～|wave dash』（awai 

art center、長野、2016）、『Seen from a Vehicle』（KulttuuriKauppila、

フィンランド、2015）。主なグループ展に『Transfer Guide』（the three 

konohana、大阪、2017）、『作法のためのリマインダ』（奈良・町家の芸術

祭はならぁと2015）。企画したワークショップに「塗料を食べる会×タ
カハシ'タカカーン'セイジ」（FIGYA、大阪、2017）など。第30回ホルベ
イン・スカラシップ奨学生。

西條茜 （さいじょう あかね）
1989年兵庫県生まれ。京都市立芸術大学大学院美術研究科修士
課程工芸専攻陶磁器分野修了。主な個展に『folly』（アートスペース

虹、京都、2017）、『ほ伏する山々』（Gallery shop collage 同時代ギャラリー、

2016）。主なグループ展に『Ascending Art Annual Vol.1 すがたか
たち -「らしさ」と私の想像力-』（スパイラルガーデン、東京、2017）、『Test 
Case Ⅺ』（European Ceramic Workcenter、オランダ、2017）、『rhizome 
西條茜＋嶋春香』（京都市立芸術大学ギャラリー@kcua、2017）、「六甲
ミーツ・アート 芸術散歩2016」（六甲高山植物園、兵庫）など。

髙畑紗依 （たかはた さえ）
1993年大阪府生まれ。京都精華大学大学院芸術研究科博士前
期課程芸術専攻版画領域在籍。主な個展に『まばたきの数だ
け』（KUNST ARZT、京都、2017）、『タユタユ』（ＡＭＵＣＡ、京都、2017）、

『transfer appear』（京都精華大学ミーティングルーム、2016）、『山び
ことグローブ』（kara-S、京都、2016）。主なグループ展に、『work in 
progress 霧の輪郭』（Space妙、京都、2017）、『連鎖とまたたき』（京都

精華大学ギャラリーフロール、2016）。《眺めのほころび》を「2016年度
京都精華大学 卒業・修了制作展」に出展。

人為という二つの営みの重なりから生まれる変化
を、焼き物を通して見出そうとしています。髙畑は、
山の稜線や建物の輪郭線など身近な風景をフィル
ムや紙の上にトレースし、細かく切り出したものを
空間に配置するインスタレーションを発表していま
す。元の描線が分からなくなるほどに解体され再
構築されたそれは、特異な進化を遂げた新しい都
市像を私たちに見せるでしょう。

3名の作品は、着想の元となった対象に、オリジ
ナリティあふれるアプローチを加えて生まれます。
制作プロセスにそのレイヤーを挟むことで、逆にや
やこしさや分からなさといった疑問を軽やかに飛
躍し、現代的な説得力を獲得した彼らの表現に、ど
うぞご期待ください。

「あえてこうする」ことで出現する創作におけるミューテーション。3名
の変・進・深化が堪能できる展覧会です。

平野春菜（アートコーディネーター）

何かを見聞きしてふと腑に落ちる感覚を覚えるの
は、どのようなときでしょうか。はっきりとした理

由がなくても、興味を抱いた対象の引力には、相応
の根拠があるはずです。本展では制作における作家
の「ややこしい」手法に着目し、彼ら独自のミューテー
ション（突然変異）の源を探ります。

加藤の絵画は、自身の水彩ドローイングから、
古典技法のテンペラに置き換えてつくられます。一
見伸びやかなストロークと自由な配色に感じられ
ますが、その制作プロセスには、材料や描画方法
へのロジカルで緻密な実験と実践が存在し、ある
形をある素材で描く、という事象が限りなく豊かに
深化されます。西條は焼き物の特性である、中心
が空洞であることからもたらされる虚構性に関心
を持ち、史実から着想を得た想像上の道具をつく
ります。近作では鉱物を窯の中で焼成し、新たな
素材として用いる実験的な試みを展開し、自然と

加藤巧『Clock Works』（GALLERY MIKAWAYA、愛知、2017）
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各種イベント申込方法 （別途記載のあるもの、共催事業、制作支援事業は除く）

催し名・住所・氏名・電話番号を添えて、ウェブサイト申込フォーム、TEL、FAXで事
前にお申込ください。チケット窓口でも受け付けます。
※ 印の公演は、京都芸術センター友の会のご招待券・ご優待割引対象公演です（制作支援事業は京都芸術
センターチケット窓口取扱公演のみご優待。共催事業はご優待対象外） その他、友の会特典詳細についてはウェブ
サイトをご覧ください
※各種年齢別・学生料金は要証明書呈示

美術

『生業・ふるまい・チューニング
小出麻代－越野潤』展
会期：	2月22日（木）－4月8日（日）10:00－20:00
		  ※会期中無休・入場無料
会場：	ギャラリー北・南・和室「明倫」・図書館

［関連企画］

粛々音楽祭－B面
日時：	3月23日（金）19:00－20:00
会場：	和室「明倫」
選曲：	越野潤
※入場無料・事前申込不要

クロージング・パフォーマンス
日時：	4月7日（土）16:00－17:00
会場：	ギャラリー北
出演：	カール・ストーン（電子音楽）

料金：	1,000円
定員：	40名（先着順／要事前申込）

※パフォーマンス中、ギャラリー北の入場を制限い
たします

『ニューミューテーション－変・進・深化』展
関西の芸大・美大を卒業/在籍し、精力的に
活躍する若手アーティストによるグループ展。
会期：	4月14日（土）－5月27日（日）

	 10:00－20:00
		  ※会期中無休・入場無料
会場：	ギャラリー北・南
出展：	加藤巧、西條茜、髙畑紗依

［関連企画］

アーティスト・トーク
日時：	4月14日（土）14:00－15:00
集合：	ギャラリー南
※入場無料、事前申込不要

マテリアル喫茶
喫茶店のメニューのお菓子とともに、絵画の材
料について考察します。ドリンクを片手にお楽
しみください。
日時：	4月14日（土）15:00－16:00
会場：	前田珈琲
店主：	加藤巧
料金：	500円（お菓子・ドリンク付）

定員：	40名（先着順／要事前申込）

ワークショップ
「けしきの上をえんぴつで泳いでみる」
普段見ている景色をなぞってみて、少し違っ
た風景を見つけます。
日時：	5月12日（土）14:00－17:00
会場：	制作室1
講師：	髙畑紗依
料金：	無料
定員：	10名（先着順／要事前申込）

クロージング・イベント
「ルッベルトの頭の中身」
西條茜の出展作の一部である巨大な脳に見
立てた立体作品の解体を試みます。
日時：	5月27日（日）17:00
会場：	ギャラリー北
※入場無料、事前申込不要

※Topic01（P1）もご覧ください

明倫茶会

展覧会『Something Red』
明倫茶会「赤いいろいろ」のしつらいを公開し
て行う国谷隆志の作品展示。
会期：	3月22日（木）－30日（金）10:00－20:00
※会期中無休・入場無料
※最終日は17:00まで
会場：	大広間

音楽

第28回京都フランス音楽アカデミー
現代音楽特別公開講座
作曲家イヴ・ショリスによる特別公開講座。
日時：	3月27日（火）－29日（木）15:00－17:00
会場：	講堂
講師：	イヴ・ショリス
聴講料：2,000円（1回につき）／5,000円（3回通し）

主催・問合せ：アンスティチュ・フランセ関西
　TEL：075-761-2105

みみききプログラム
#1 明倫レコード倶楽部 
日時：	4月21日（土）

	 開場13:30 開演14:00
会場：	講堂
講師：	いしいしんじ（作家）

料金：	500円（1ドリンク付）

※P4もご覧ください

演劇

村上慎太郎
「アジア顔が巡る、アジアの無自覚」
リサーチ報告会
KAC TRIAL PROJECT / Co-program 2017
カテゴリーC「共同実験」採択企画。村上慎太
郎（夕暮れ社 弱男ユニット）が、東南アジアに属
する異なる宗教圏の5都市を巡りながら、「ア
ジア人としての顔」を現代へ問いかけるリ
サーチプロジェクトの報告会。
日時：	3月31日（土）17:00－18:30
会場：	フリースペース
		  ※入場無料・事前申込不要
登壇：	村上慎太郎（夕暮れ社 弱男ユニット）、
	 山下残（振付家）

主催：	村上慎太郎、京都芸術センター
※Topic04（P4）もご覧ください

ダンス

KAC Performing Arts Program / 
Contemporary Dance
ディスカッション＆ワークショップ

「ダンスの占拠／都市を占めるダンス」
会場を踊りで占拠することを試みる。ダン
サー、振付家、企画者、観客といったダンス
に関わるあらゆる立場の人が様々な議論や、
課題を発見するワークショップを行い、この
街におけるダンスを考察する。
日時：	3月24日（土） 11:00－19:30
会場：	講堂・フリースペース
ワークショップ進行：手塚夏子、伊藤キム
ディスカッション登壇：伊藤キム、山下残、横堀

ふみ、佐藤範一、今貂子、蔭山陽太、
ryotaro、京極朋彦、竹之内芙美、坂本
公成、巌良明、田村興一郎、中間アヤカ、
山本和馬、ゆざわさな、好光義也 ほか

※ディスカッション：入場無料・予約不要
※ワークショップ：参加無料・要事前申込

KAC Artist-in-Residence Program: 
Exchange / Seoul Dance Center
イ・ジェウン『空間をつくり時間をのこす』
釜山、京都での伝統工芸職人へのリサーチを
基に制作した新作パフォーマンスと展示。
パフォーマンス
日時：	3月25日（日）17:00－17:40

※終演後にアフタートークを予定。逐次通
訳あり

展示
日時：	3月27日（火）－29日（木）10:00－20:00

会場：	制作室7
※入場無料・要事前申込

第2回Kyoto Danceworkshop 発表会
Co-program 2018 カテゴリーC共同実験採択企
画。バレエダンサーを目指す人のための4日間集中
ワークショップ最終日に、成果発表会を行います。
日時：	4月4日（水）

	 16:00－17:00（受付・開場15:45）

会場：	講堂
※入場無料・要事前申込
※申込方法及びワークショップ詳細については、

ウェブサイトをご覧ください
主催：	全京都洋舞協議会、京都芸術センター

京都国際ダンスワークショップ
フェスティバル2018 
国際的に活躍する振付家、ダンサーらを講
師として招聘。ビギナーからプロのダンサー
まで様々なレベルのクラスを設けたワーク
ショップ。受講者以外にもオープンなプログ
ラムを開催します。
日時：	4月20日（金）－5月6日（日）

会場：	講堂、フリースペースほか
講師：	アビゲイル・イェーガー、フランチェスコ・

スカベッタ、カティア・ムストネン、
坂本公成、森裕子、長内裕美、チョン・
ヨンドゥ、マルセロ・エヴェリン、川口
隆夫、森井淳、秋津さやか

※ワークショップ各クラスの詳細と日程、料金につ
いては、ウェブサイトをご覧ください

※Topic02（P4）もご覧ください

トークイベント

AIR Alliance Platform 2018
活動紹介 #1. Ceative Residency in Arita
有田町（佐賀）のレジデンスプログラムの取り
組みを紹介。滞在アーティストのヨーク・ラエ
スによるトークも行います。
日時：	4月13日（金）19:00－20:30
会場：和室「明倫」
※入場無料・事前申込不要
主催：	Ceative Residency in Arita、京都芸術

センター

ライブラリー

「あの人の、おすすめ本」
京都芸術センターに縁のあるあの人、この人
からのおすすめ本をコメントとともにご紹介
します。今回は前京都芸術センター館長の
富永茂樹氏です。
日時：	4月1日（日）－6月28日（木）

	 10:00－20:00
会場：	図書室

明倫ワークショップ

京都芸術センター制作室で創作活動を行う
アーティストによるワークショップ。（参加無料）

MuDA「整体と運動 vol.4」
MuDA整体では首痛、肩痛、腰痛、膝痛、手
足首の捻挫、突き指等の骨の歪みの回復術
を、MuDA循環運動では活元、逆さ、回転、
接触等の循環術を行います。
日時：3月24日（土）10:30－12:30
会場：制作室5
定員：15名
持物：水やタオル等
※動きやすい服装でお越しください

遊劇体「レコード漫談
～LPレコードで聴く演劇～Part 2」
レコードディーラーとしての顔も持つ主宰・キタモ
トが、知る人ぞ知る、演劇のレコードを解説付き
でご紹介するレコード漫談。今回は70年代アン
グラ演劇の音源をよりディープにお届けします。
日時：3月24日（土）15:00－17:00
会場：制作室6
定員：20名

畠中光享「オープンアトリエ」
日本画家・畠中光享のアトリエを公開し、制作
についてお話します。
日時：	3月25日（日）10:30－12:30
会場：	制作室4
定員：	10名
※入退場自由

KIKIKIKIKIKI
「ダンスでアソブ（子供向け）」
カラダを思いきり動かしてダンスで遊びを試
しましょう！
日時：	3月30日（金）11:00－12:00
会場：	制作室6
定員：	12名
※動きやすい服装でお越しください

KIKIKIKIKIKI
「ちょっときつめのボディーワーク（大人向け）」
次の日に筋肉痛になることまちがいなし！
ちょっときつめのボディワークを行います。
日時：	3月30日（金）13:30－15:30
会場：	制作室6
定員：	8名
持物：	水やタオル等
※動きやすい服装でお越しください

K ACセレクション

ペトロフピアノを愛する音楽会Ⅲ
《ペトロフピアノを弾きたい人のための音楽会》
日時：	3月31日（土）14:00－18:00（予定）

会場：	講堂
※入場無料・事前申込不要
※演奏者の募集は終了しました
主催・問合せ：明倫自治連合会、明倫ペトロフの会
問合せ：
　TEL：075-231-2450（長谷川）

　FAX：075-221-4406
　E-mail：info@meirin-news.com

制作支援事業

ソノノチ2018『いられずの豆』
店主のいないカフェに集った4人の男女の物
語。コミュニティカフェの姿を描きます。
日時： 4月15日（日）・29日（日）・30日（月・祝）

	 12:00／14:00
	 4月24日（火）・25日（水）18:00／20:00
会場：	Social Kitchen 1F Café（京都市上京区）

料金：	前売2,500円（事前決済）

予約・当日精算3,000円
応援チケット5,000円（前売のみ・グッズ付き）

問合せ：ソノノチ
　TEL：050-5318-7717 （制作）

　E-mail：info@sononochi.com

祝・第250回記念 市民狂言会
日時：	6月8日（金）開場18:30 開演19:00
会場：	京都観世会館（左京区）
演目：	三番三、福の神、飛越、釣針
出演：	茂山千作、七五三、千三郎、千五郎、

宗彦、茂、逸平、童司、忠三郎 
ほか

料金：	前売2,500円／当日3,000円
※4月1日（日）より販売開始
チケット取扱：京都芸術センター、大丸

京都店、高島屋京都店、チケット
ぴあ（Pコード：484-648）

※団体券2,200円（20名以上）は京都芸術セン
ターにて取扱

主催：京都市

チケットぴあで取扱いのチケットは、
電話、ぴあ窓口、コンビニエンス
ストア（セブン・イレブン、サークルＫサン
クス）の専用端末などからご利用
いただけます。
WEB：http://t.pia.co.jp
TEL：0570-02-9999

※その他のチケット窓口取扱公演：主催事業
および 印の共催事業・制作支援事業

応募資格：
・	ビジュアル・アーツ分野の新進芸術家また

は研究者で、京都に滞在し制作・調査研
究などを行う理由が明確な方。国籍不問

支援内容： 
・	滞在期間中（3ヵ月以内）の宿泊場所の提供 
・	制作場所の提供
・	居住地から関西国際空港または大阪

国際空港までの往復航空券 
・	制作費として1件につき（個人・グループ

問わず）10万円（内税）の補助 
・	広報協力 
・	アートコーディネーターによるサポート 
応募受付期間：4月1日（日）－6月30日（土）〔必着〕

KYOTO EXPERIMENT
京都国際舞台芸術祭 2018
インターンシップ募集
京都発の国際舞台芸術祭「KYOTO EX
PERIMENT」の運営事務局でのインター
ンシップを募集します。
研修期間：2018年6月－11月
6ヶ月にわたり、舞台芸術祭の準備から終了
までの運営等に携わる長期実践型プログ
ラムです。さらに8－10月は事務局研修と平
行してコース別の実践研修を行います。
研修コース：Ａ. 事務局運営コース

Ｂ. 舞台技術コース
Ｃ. 広報宣伝コース

応募方法・応募先：
公式ウェブサイト（www.kyoto-ex.jp）よ
りご確認の上ご応募下さい

締切：	4月22日（日）〔消印有効〕

※会場受付･監視･アテンド等のサポートス
タッフ（ボランティア）、および短期インターン
シップは、6月より別途募集開始予定

問合せ：KYOTO EXPERIMENT事務局
TEL：075-213-5839（受付時間：平日11:00-17:00）

E-mail：info@kyoto-ex.jp

第38期制作室使用者募集
若手芸術家の活発な創作活動を支援す
るため、造形および舞台芸術作品の制
作を行う「制作室」（全12室）を提供します。
使用期間：2018年10月1日（月）

－2019年3月31日（日）

使用料：無料
条件：
・	1申請につき使用期間は最大3ヵ月
・	新しい芸術表現を試み、継続的な活動

を展開していること
・	制作した作品を京都芸術センター以

外の場で発表する具体的な計画があ
ること

・	市民との交流に対して意欲的であること
・	明倫ワークショップの実施
・	毎月実施の制作室連絡会への参加
締切：3月31日（土）〔必着〕

トラディショナル・シアター・トレー
ニング（T.T.T.）2018 受講生募集
T.T.T.は、舞台芸術に携わる方を対象と
した3週間の伝統芸能トレーニングです。
期間：	7月18日（水）－8月10日（金）

応募条件：演劇・ダンスなど、舞台芸術
に関わる表現活動もしくは研究活動を
行っている方。原則として、オリエンテー
ションから発表会までのすべてのスケ
ジュールに参加できる方。伝統芸能を積
極的に学ぶ意欲のある方。国籍・年齢・
性別は不問
定員：	24名（能・狂言・日本舞踊 各コース8名

程度）

受講料：一般90,000円／学生85,000円
／リピーター割引60,000円

締切：	4月30日（月・祝）〔必着〕

※プログラムディレクターによる選考後、5月
末までに結果を通知

アーティスト・イン・レジデンスプログラム2019
ビジュアル・アーツ部門募集
京都芸術センターで滞在制作を行うアー
ティスト・イン・レジデンスプログラム。
2019年度はビジュアル・アーツ分野から
募集します。
滞在期間：2019年4月1日（月）

－2020年3月31日（火）（3ヵ月以内）

募集要項および応募用紙は、同セ
ンターにて配布中。ウェブサイトか
らもダウンロード可。
応募方法：応募用紙に必要事項を
記入の上、必要書類とともに京都
芸術センターまで送付または持参

（持参の場合は締切日の20時まで）。
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『生業・ふるまい・チューニング 小出麻代－越野潤』展（2/22－4/8）

『生業・ふるまい・チューニング 小出麻代－越野潤』展
［関連企画］クロージング・パフォーマンス

みみききプログラム
#1 明倫レコード倶楽部 

第2回Kyoto Danceworkshop 発表会

『ニューミューテーション－変・進・深化』展（4/14－5/27）

［関連企画］アーティスト・トーク

［関連企画］マテリアル喫茶

京都国際ダンスワークショップフェスティバル2018（4/20－5/6）

AIR Alliance Platform 2018
活動紹介#1. Ceative Residency in Arita
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震災をどう捉えれば良いのか未だによくわからない。
２０１１年以降、雨後の筍のごとく、震災を題材にした作
品が量産されたわけだが、私はそのような作品群に少
なくない違和を感じてきた。芸術は我々の世界を映す
鏡であるからしてもはや震災抜きではこの世界を語る
ことは出来ない…それはわかるのだが、震災が持つ劇
的さが便利に利用されているのを見ると何ともいえな
い気持ちなる…と言うと言葉が強すぎるだろうか。
「～津波の後もーあなたたちの命へ関わる出来事で

ないのはわかりました。それでも、演劇を通して再び何
を話したいのか一度に終わらず二人で、何度も話をし
てください～」と公演情報には書かれている。１９９１年
生まれのN2主宰、杉本奈月も震災を前提で何かを描く
作家のようである。客席から舞台奥に向かってA4のチ
ラシが二列に並べられている。列を辿っていくと椅子
が無造作に積み上げられている。誰がどう見ても瓦礫
の山でその安直さに戸惑うも言葉よりも早く私の身体
が嗚呼、遠い…と感じたのは確かだ。客席から舞台奥
までその距離約２０メートル。さらに物理的な遠さに加
え、演者である森谷聖と益田萠のアクティングエリアが
舞台前方に多いため、瓦礫の山が霞がかかった背景
に見えてくる。面白いのはその遠さがただの遠さで終
わらずふと気がつくと瓦礫がそこに厳然と存在感を示
してくるところだ。思うに序盤に突如挿入されるアイド
ルグループでんぱ組.incの曲が効いてたのだと思う。
所謂対位法である（真利子哲也監督『NINIFUNI』の中でもも

N2「Tab.3 - 書き言葉と話し言葉の物性を
表在化する試み『雲路と氷床』
-Lightning talk is working in silence.
―Fig.1‒処女戯曲の翻訳と複製『赤裸々』とともに―」
2月22日（木）－25日（日）

京都芸術センター（京都市中京区）

関西圏の公演•展覧会について、
若手レビュアーが月替りで執筆します。

E V E N T  C A L E N D A R　4 / 1 ▲ 4 / 30

誰が何を語るべきなのか

演劇

ピンク地底人3号

いろクローバーZが使われたのは記憶に新しい）。照明も音響
もほぼ使用されない、講堂の素材のみで作られた空間
に狂騒的な曲が鳴り響くと瓦礫にかかった靄がふっと
晴れる。それ以降も時々その曲が私の頭の中に鳴り響
く。それに呼応するかのように「寝たら忘れるって」「忘
れませんよ。覚えているんですよ。私たちはずっと」と
いった台詞が繰り返される。その台詞はセーラームー
ンになりたい、なれないといった極めて馬鹿馬鹿しい
葛藤へと形を変え、最後にその葛藤は舞台上に寝転が
る森谷の身体を引き裂く。床は氷床のように冷たく天井
は雲路のように遠い。彼女は天に向かって垂直に手を
差し伸べる、果たして彼女の手は届くのか、届かないの
か。いやそれは問題じゃないのかもしれない。その手を
伸ばす過程こそが描きたかったものなんだろうか。

結局、演劇を通して杉本は一体「再び何を話しかっ
た」のだろうか。劇中で語られるのは俳優の人生に
フォーカスを当てた素朴なドキュメントである。田舎の
話、小劇場の話、ピアノの先生の話……等身大の女の
子、その背景としての震災。既視感しかない構成の中、
鳴り響く俳優自身の脆弱な言葉にどれだけ演劇の可
能性を示せたのか。彼女たちはこの世界を映すフィル
ターとしての役目は果たせても詩人ではないのではな
いか。デュシャンの『泉』をあげるまでもなく、どんな言
葉でも舞台に上がれば批評され、意味を持つ。しかし
受け手の視線に耐えられるのはこの世界でたった一人
にしか書けない力強い言葉だと私は信じる。ではその
言葉は一体誰が描くべきなのだろう。それが誰なのか
はそう、言うまでもない。

（23日11:15の回を観劇）

ぴんくちていじんさんごう／演出家●このレビューをもちまして私の担当
は終わりです。短い間ではございましたがありがとうございました。また
何処かでお会いしましょう。

ギャラリー南に小出麻代が展開するインスタレーション
《むこう側から》。薄暗い会場では、スライドプロジェク
ターの四角い光、スポットライトの光、床に伸びるトーチ
ライトの光、左手奥から漏れる自然光といった、さまざま
な光と陰が空間を構成する。針金状の白く有機的なかた

note》シリーズは、厚みのあるアクリル直方体（サイズに

よって棒状または板状）の正面と側面に、シルクスクリーン
でインクを1回だけ刷り、同色同サイズ2つを１組として四
方の壁に７色7点を展示したもの。すべての作品は目線
よりも上方に、1点ごとに高さを変えて展示されており、
軽やかに空中を浮遊しているようだ。
「half note」は二分音符を意味する。とすれば2つ並

ぶのは四分音符にも見え、配置の変化は音程となって作
品から音が響いてくるような気がする。アクリルの物質
感を色彩で覆い隠しながら、色彩の透明感はできる限り
残し、私たちが知っている立体でも絵画でもない純粋な
色の塊として提示する。それはまさに音色だ。音の視覚
化ともいえるだろう。空間を満たすのは色の響きであり、
それは鑑賞者のうちに色を聴き、音を見るという感覚の
交感を引き起こす。

作品は、私たちからさまざまなふるまいを引き出す。
私にとっての小出作品は霧の奥からじわじわ一つの風
景が見えてくる感じがし、越野作品は瞬時に感覚に響く
何かがあった。身体の動きを通して内なる記憶や感覚が
目を覚まし、チューニングを繰り返しながら共鳴したり不
協和音を奏でたりする。一方で作品もまた、アーティスト

の今を生きることへの態度表明、ふるまいである。展覧
会という土地で、双方のふるまいが交差し、応答するこ
とで私たちの生きる「今」は豊かに耕され、そこから未来
のふるまいが育っていく。同時代の芸術表現に触れる醍
醐味に満ちた展覧会である。

ちの線が床に表情を与え、一対の透明と不透明の舟形、
円い鏡などから水面の揺らぎを漂うような感覚になる。

プロジェクターが壁に映し出すのは、いろいろな石の
表面の拡大写真のようだ。褐色や縞模様の肌、ざらつい
た表情は、ふと宇宙の惑星のようにも見える。ガシャンと
いうスライドの回転音や明滅する光の速度が、その場に
固有な時間の流れを生み出し、どこか遠い「むこう側」の
世界を想起させる。

隣接する小部屋はいわば「こちら側の世界」だ。自然
光のもと床に並べられた木製ケースには、淡い色の小
石や貝などが整然と収められている。小出はこうした漂
流物を観察し、そこに宿る途方もない時間と距離を想像
することから「むこう側」のイメージを紡ぎ出す。その世
界は混沌としながらも、私たちの内なる遠い記憶と響き
合い、「いま、ここ」へと繋がり支えていることに気付か
せてくれる。

身の回りの品 と々の出会いを出発点とする小出に対し
て、越野潤は美術の絵画という形式を発想の起点とす
る。ギャラリー北に入った時の印象は、鮮やかだ。作品
は小ぶりで、各壁面に1点または2点ずつ展示してある
のみだが、余白を含めて空間は満たされている。《half 

『生
なりわい

業・ふるまい・チューニング 小出麻代－越野潤』展
2月22日（木）－4月8日（日）

会場：京都芸術センター（京都市中京区）

私たちの「今」を耕す
というなりわい

美術

清澤暁子
きよさわ さとこ／京阪電車なにわ橋駅アートエリアB1事業担当●本展は
図書室と和室「明倫」会場も必見です。ホワイトキューブではない空間で、
お二人の作品展示における「チューニング」の妙を存分に味わえます。見
る側の「ふるまい」の変わりようにも注目。

図書室休室日：4月26日（木）－28日（土）

小出麻代《むこう側から》　撮影：表恒匡

リハーサルを重ね、音楽家同士でさまざまな取り決
めがなされた状態の音楽を提供する場、またはそれを
享受する場が演奏会だとすれば、今回のようにリハー
サルそのものを聴衆にみせるスタイルの演奏会は、ユ
ニークだと思う。ヴィオラ奏者の大山氏によれば、事前
には「打ち合わせも、話し合いもしない」というのだか
ら。また、舞台の壁面には、ツイッターの画面が投影さ
れ、曲の解説や、聴き手のつぶやき等がリアルタイム
で発信されるのも新しい試みだ。

この演奏会を企画した「Music Dialogue」のねらいは、
「対話」の大切さを若い音楽家や聴衆に伝えることにあ
る。対話には、演奏家同士の対話のみならず、作曲家と演
奏家との対話、演奏家と聴衆との対話、異分野の人との
対話などさまざまなレベルにおいて行われるものである。

プログラムの前半は、小栗まち絵氏（1stヴァイオリン）、
谷本華子氏（2ndヴァイオリン）、大山平一郎氏（ヴィオラ）諸
岡拓見氏（チェロ）によって、ブラームスの弦楽四重奏曲
第3番第2楽章の通し演奏の後、リハーサルが行われ
た。まず演奏に先立ち、大山氏から、この作品がシンフォ
ニックな性格を持っており、どのように4人でオーケスト
ラ的に演奏するかが課題という趣旨のお話があった。

リハーサルでは、小栗氏の主導によって曲想、強弱、
奏法、響きのイメージなどについて話し合われた。例え

Music Dialogue
『シェフ大山の秘密のレシピ vol.4 ～音が音楽になるまで～』

2月11日（日）

アーズローカス5階ホール（京都市左京区）

プロセスを楽しむ

音楽

筒井はる香

ば、冒頭2小節の曲想は、興奮しすぎないで、空気感の
ある音でおおらかに演奏することになり、それに相応し
いボーイング（弓使い）が選ばれた。またpiù p（さらに小さく）、
diminuendo（だんだん小さく）、pp（極めて小さく）と段階的に
音を弱くする指示がある箇所が、通し演奏では「小さくし
すぎていた」ため微調整されると、弱音の層が厚くなり、
演奏がより立体的になった。このように、楽譜に記された
作曲者の指示から奏者たちがイメージを膨らませ、アイ
ディアを交わし合い、演奏が変化する様子を聴くことがで
きることこそ、この演奏会の醍醐味と言ってもよいだろう。

プログラムの後半は、演奏者と解説者と聴衆との対
話の時間が設けられた後、再び通し演奏が行われた。
聴衆との対話の際には、素朴な疑問から専門的な質問
まで多岐にわたった。音楽愛好家にとっては有難い機
会であるが、直後に演奏を控えた奏者にとっては負担
と感じる場合もあるかもしれない。ところが、このよう
な聴衆との対話の時間は奏功した。親密な空間を作り
出しただけでなく、最後の通し演奏の際、4人の奏者と
聴衆の間で曲のイメージが共有されたことによって、よ
り濃密な聴取体験をすることができたからである。よい
演奏家を育てるためには、聴衆も育たなければならな
い。その際に、音から音楽を作るためのレシピを聴衆
に伝授してくれる大山氏のような「シェフ」が重要な役
割を果たしていくと思う。

つつい はるか／同志社女子大学非常勤講師ほか●私の小文は、室内楽
のレビューで始まり、オペラ、現代音楽、水を主題にしたピアノ曲、子どもの
ための音楽、バロック音楽などを経て、最後に新しい演奏会の形を紹介し
て終わります。ご愛読有難うございました。

撮影：松山隆行
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京都国際ダンスワークショップ
フェスティバル2018

KAC Artist-in-Residence Program: Exchange / 
Seoul Dance Center

イ・ジェウン『空間をつくり時間をのこす』

KAC TRIAL PROJECT / Co-program 2017
カテゴリーC「共同実験」採択企画

村上慎太郎 「アジア顔が巡る、
アジアの無自覚」 リサーチ報告会

TO P I C  02

TO P I C  03 TO P I C  04

ソウルダンスセンターより招聘し、2月1日から3月30日までリ
サーチ、クリエーションを進行中のイ・ジェウン。伝統工芸職人
の技や姿勢から見出した「時間の認知を揺るがす感覚」をもと
に新作パフォーマンス＋展示を発表します。

京都芸術センターは、2016年より、ソウルダンス
センターと連携し、双方のアーティストが2ヶ月

間滞在制作を行うエクスチェンジプログラムを実施し
ています。

イは、韓国・釜山出身の振付家・ダンサーで、時間
の認知や、異なる性質をもつ事象の対比をテーマに
したパフォーマンス、ダンス作品を制作しています。
パフォーマンスを成立させる要素は時間と空間である
と話すイは、本リサーチでは特に時間に焦点をあて、
自身がパフォーマンス中に体感する非日常な時間の
感覚について、その変化と要件を模索しています。
関心を持つきっかけとなったのは、昨年、釜山で参加
したグループリサーチでの伝統工芸職人との出会い
でした。彼らが神経を研ぎ澄ませて制作に臨む姿に、
自身のその感覚に通じるものを見出しました。京都で
のリサーチでは、織物、包丁砥ぎ、型彫など、様々な
伝統工芸職人との交流や工芸体験を経て、その感覚
への理解を深め、自身のパフォーマンスに反映する
ことを試みます。また、パフォーマンス後には、制作
過程を紹介するアフタートークを行い、翌 日々より3日
間、アトリエを展示として公開します。

村上は、何気ない会話の中で「インドネ
シア顔だね」と言われたことをきっかけ

に、アジアという地域における自分自身の立
ち位置に疑問を持ちます。自身の顔をインド
ネシアと評されたことに少なからずショックを
受けた村上は、そのとき自分の中に芽生えた
ネガティブな感情について思いを巡らせ、こ
の疑問について自己と現代社会を対象として
検証する必要性を感じました。近作で、信仰
を劇作の要素として扱った村上。リサーチで
は、マニラ（フィリピン）・ジョグジャカルタ（インド

ネシア）、シンガポール、クアラルンプール（マ

レーシア）、バンコク（タイ）の異なる宗教圏の5都
市を巡り、フォークソングの作詞作曲と演奏と
いう村上の持ち味である瞬間的なアウトプッ
トを通して、各都市の世相とそこに置かれる
自己のリアリティを反映することを試みまし
た。今回の報告会は、造形としてだけではな
く、立場や感情によって変化する人間の「顔」
という本質について、彼自身の現段階での思
考をもとに語ります。国が変われば、顔も変
わるのか。この根源的な問いが村上の今後
の劇作にどう結実するのでしょうか。

昨年から続く人気講師のクラスに加えて、マルセロ・エヴェリン、川口隆夫によるクラスでは
舞踏に注目したクリエイションも学ぶことができる注目のラインナップです。多彩な講師陣の
魅力をつまみ食いできるビギナークラスもおすすめです。 當間芽（アートコーディネーター）

ジェウンさんは、特に刃物に関係する伝統工芸の職人に着目し、彼らの
身体の使い方や息遣いに関心を寄せています。

堀越芽生子（アートコーディネーター）

村上さんが現地で作詞作曲してきた、生 し々いフォークソング
も一部披露予定です。見逃せません。

平野春菜（アートコーディネーター）

京都国際ダンスワークショップフェスティバル2018 
国際的に活躍する振付家、ダンサーらを講師として招聘。ビギ
ナーからプロのダンサーまで様 な々レベルのクラスを設けたワーク
ショップ、受講者以外も参加できるプログラムを開催します。
日時： 4月20日（金）－5月6日（日）

会場： 講堂、フリースペースほか
講師： アビゲイル・イェーガー、フランチェスコ・スカベッタ、カティア・

ムストネン、坂本公成、森裕子、長内裕美、チョン・ヨンドゥ、
マルセロ・エヴェリン、川口隆夫、森井淳、秋津さやか

※ワークショップ各クラスの詳細と日程、料金については、ウェブサイトを
ご覧ください

※イベント情報（P2）もご覧ください

KAC Artist-in-Residence Program: 
Exchange / Seoul Dance Center
イ・ジェウン『空間をつくり時間をのこす』
パフォーマンス
日時：3月25日（日）17:00－17:40

※終演後にアフタートークを予定。逐次通訳あり
展示
日時：3月27日（火）－29日（木）10:00－20:00

会場：制作室7
※入場無料・要事前申込
※イベント情報（P2）もご覧ください

村上慎太郎 「アジア顔が巡る、
アジアの無自覚」 リサーチ報告会
日時：3月31日（土）17:00－18:30
会場：フリースペース 
※入場無料、事前申込不要
登壇： 村上慎太郎（夕暮れ社 弱男ユニット）、

山下残（振付家）

主催：村上慎太郎、京都芸術センター
※イベント情報（P2）もご覧ください

4月20日からゴールデンウィークにわたり、京都芸術センターにて国内最大級のコンテンポ
ラリーダンスのワークショップフェスティバルを開催します。世界各国の講師による充実し
たプログラムを展開、京都に日本中のダンサーたちが集結する祭典です！

「京都国際ダンスワークショップフェスティバル」は、国内外の講師を通
じて、様 な々コンテンポラリーダンスの技術と情報を交換する、また

とない機会です。ワークショップとともに各講師によるオーディションを行い、
さらに多くのダンサーを輩出する機会につながることを目指しています。今年
のテーマは「Bodylogue」。身体をとおして聞き取れるものに対して敏感にな
り、身体に対する知覚を更新していくとともに、他者や自身を取り巻く環境との

「対話」を積み重ねていきます。
踊りのテクニックをステップアップさせたい方、クリエイションや振付の手法

をじっくり学びたい方、これからダンスを学ぶ方など、それぞれのレベルに応じ
てクラスを選択できるプログラムになっています。また、初めてダンスに触れる
方も受講できるビギナークラスや、おとなとこどもが共に受講できるクラスも開
講しています。このフェスティバルでは、単にダンスを学ぶだけではなく、日本
全国、そして海外各地のダンサーとともにそれぞれのダンスや身体の違いを発
見していくことを目指します！ チョン・ヨンドゥクラスでは成果発表のショーイング
も実施する予定で、ワークショップを受講しない方も鑑賞できます。ダンスする
身体を味わいつくすゴールデンウィークに、あなたも飛び込んでみませんか。

Profile

イ・ジェウン（Lee Jeaun）
ソウルと釜山に拠点を置くダンサー、振付
家。境界を設けずに舞踊の可能性を広げる
ことを目指している。主な作品に、アジアカル
チャーセンターʻLotus Landʼ プロジェクト『Sleeping Volcano』
振付・出演（2017）、KYOTO EXPERIMENT 2017 박박parkpark 

『歌曲失格:部屋5 』（2017）出演など。 「Monthly dance 
improvisation jam in Busan（動きの即興ジャム）」運営。

Profile

村上慎太郎（夕暮れ社 弱男ユニット）
1984年京都市生まれ。2005年京都造形芸術大学
映像・舞台芸術学科在学中に「夕暮れ社 弱男ユニッ
ト」を結成。以降、劇団では脚本・演出を担当してい
る。2008年、次代を担う新進舞台芸術アーティスト
発掘事業「CONNECT vol.2」（主催／大阪市）にて大賞
を受賞。過去作品に、『プール』（2014）『ハイアガー
ル』（2015）『僕たちは、世界を変えることはできない』

（2016）等。第24回OMS戯曲賞ノミネート。舞台以外
にも、テレビ・ラジオなどのドラマ脚本や新作狂言の
台本も手がける。

みみききプログラム
＃1 明倫レコード倶楽部

作家のいしいしんじ氏の進行で、貴重なレコード・コレ
クションの中から名曲をお届けします。元明倫小学校
の懐かしい校舎のなか、解説と音響機材の名器の響き
をお楽しみください。

＃1 明倫レコード倶楽部
日時： 4月21日（土）、9月1日（土）、12月1日（土）、
 2019年3月2日（土）
 開場13:30 開演14:00
会場： 講堂
料金： 500円（1ドリンク付）

講師： いしいしんじ（作家）　
チケット発売日：3月25日（日）

●みみきき（耳利き）プログラムとは
音色に耳を傾ける企画として「明倫レコード倶楽部」、

「素謡の会」、「Kyo×Kyo Today」をシリーズ化
したプログラム。各プログラムの詳細は順次公
開。お得な半券割引もあります。

［2018年度の予定］
＃2 素謡の会：5月13日（日）、9月15日（土）［謡曲ひと

めぐり］、12月18日（火）、2019年3月28日（木）

＃3 Kyo×Kyo Today：2019年1～2月予定 

型彫のデモンストレーションの様子 リサーチ中の作詞
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交通案内
○市営地下鉄烏丸線「四条」駅／

阪急京都線「烏丸」駅22番出口・24番出口より徒歩5分。
○市バス「四条烏丸」下車、徒歩５分。

開館時間
○ギャラリー・図書室・情報コーナー・

談話室・チケット窓口　　　　　 ……… 10:00－20:00

○カフェ ……………………………………………… 10:00－21:30
○制作室、事務室 ……………………………… 10:00－22:00

休 館 日
12月28日から1月4日

〒604-8156
京都市中京区室町通蛸薬師下る山伏山町546-2
TEL：075-213-1000　FAX：075-213-1004
E-mail：info@kac.or.jp　URL：http://www.kac.or.jp/
　  twitter：@Kyoto_artcenter
　  http://www.facebook.com/kyotoartcenter
　  twitter：@Kyoto_artcenter

京都芸術センター窓口、もしくは下記ウェブサイトより
ご注文いただけます。
http://www.kac.or.jp/shop/

夏休み企画展『感覚のあそび場
─岩崎貴宏×久門剛史』

展覧会カタログ
2016年7月26日－9月11日

定価 500円（税込）


